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若者と協働した地域活性化とコミュニティ再生  

 

○集団等の名称 伊自良
い じ ら

の里・食と農推進協議会（代表 多野 太右ヱ門） 
 
○所 在 地 福井県福井市 
 
○受 賞 理 由  
・地域の沿革と概要 

福井市は、福井県の北部に位置する。福井市の東部に位置する上味見地区（旧美
山町）は、過疎・高齢化が進む地域ではあるが、古くから交通の要所として栄え、
白山水系の鉱泉が旅人などを癒してきた。旧美山町は、ふるさと創生まちづくりと
して平成８年３月に町営の伊自良温泉を開湯した。 

 
・むらづくり組織の概要 

伊自良の里・食と農推進協議会は、平成19年に伊自良温泉の指定管理を地域住民
が受けるため設立された「伊自良の里振興協会」が核となり、廃校となった上味見
小学校を自然体験活動拠点として運営するNPO法人などの連携団体が構成員となり
平成28年３月に発足した。 

 
・むらづくりの取組概要 
（１）農業生産面 

① 地域農業を支えるべく地区外の若者を中心に構成されている上味見青年団は、
焼き畑農法による伝統野菜「河内赤かぶら」や休耕田での本わさびの栽培等に、
農業ボランティアを受け入れ、農業の応援活動を企画運営し耕作地を維持してい
る。 

② 旧美山町時代から取り組まれている地酒づくりをきっかけに酒米生産が始ま
り、現在は会員法人の（農）上味見みらいファームと福井市内の酒造会社が連携
し、清酒づくりに取り組んでいる。原料となる15.7ｔの酒米は、美山錦、山田錦、
五百万石を生産する会員の農家が契約栽培している。 

（２）生活・環境整備面 
① 地域住民の交流拠点となっている伊自良温泉を核として、「自然」「文化」「食」

を活かした地域づくりを目指し、「伊自良・いやしの里づくり構想」を掲げ、交
流人口を増やしている。 

② 福井工業大学等と連携し、水資源を活用したピコ水力発電による街灯点灯や森
林資源を活用した薪ボイラーによる温泉加温など自然再生エネルギーの活用を
進めており、持続可能な地域社会への取組も始めている。 

山村らしい暮らしづくりのPRに、薪オーブンでのピザ作りを子ども達の活動や
イベントに取り入れている。 

③ 空き家の無償賃借や譲渡を受け、宿泊施設等での利用を進めて交流活動に活用
している。また、農家民宿の開業も支援し、空き家と併せて教育旅行の受入れの
交流活動にも取り組んでいる。 

 
・他地域への普及性と今後の発展方向 

本取組は、地域の課題に対し、都市との交流を図り、外部人材と連携し、さらに
は移住者として受け入れることにより、課題の解決に成功している事例であり、今
後とも取組の継続が期待できる。 

条件不利な山間地域にあって、地域資源を活用し新たな人材を受け入れること
で、地区の活力を高めていく本取組は、全国におけるむらづくりのモデル事例にな
り得るものである。 


